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ロu ’J の意味は，既述のもののほかには，次のとおりであるO Kは資本ストッ
ク， Kwは労働者が取得する資本ストック， Vは労働者が取得する財産分配率，




る。右辺の sa-GG+GPは資本家の貯蓄関数 Sa-であり， swW十s:M!Jwは労働者
の貯蓄関数 Swである。（7）は投資比率を表わしている。（8）はマクロ的均衡条件
である。
このモデ、ルは8個の変数 G,W, Ga-, Gw, K, Kw, V, Sを決定する完結
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Y -se-swー （se-sx)V (10) 
で決定される。
このモデ、ルにおける長期均衡は次のようにして求めることができる。パシネ
ッティとチャンの条件 Kw/K=Sw/Sと（5), (7), Sw=swW+sMGwを用いれ
tま，
Kw Sw swW＂＂＂＇トs~w
V＝一一一一一一 ω K-S- iY 
が成立する 0 (1）から長期均衡の利潤分配率_Si__が求められる。この利潤分配率y 
は，
G sw-iV 






i(se-sM) V2ーが（se-sM)+sw(seーの｝V+sw(seーの＝O (13) 
から2つの解
V=l ~4) 


























E む す び
長期の均衡利潤分配率が存在する条件は，小論のモデ、ルにおいてもマクロ的
均衡条件の l=Sとパシネッティとチャ γの条件であることがわかるO
(4) Miickl, W. ]., a. a. 0., S. 134. 
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